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3
月
の
予
算
議
会
と
同
様
、
審
議
は
議
員
全
員
で
対
応
。

坂
本
議
長
、
監
査
委
員
の
稲
山
議
員
を
除
く
全
議
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

活
発
な
質
疑
応
答
の
う
ち
、
各
議
員
の
主
な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

22
年
度
決
算
審
議

　
全
議
員
が
問
う
！ 

　
　
　
　
町
の
お
金
の
使
い
方

歳
入
「
納
税
者
の
利
便
性
向
上
」

大
久
保
幸
夫　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
の
収
納
委
託
を
開
始
し
ま
し
た
が
、

そ
の
効
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

（
答
弁
）
町
税
を
納
付
で
き
る
窓
口
が
24
時

間
開
い
て
い
る
こ
と
で
、
納
税
者
の
利

便
性
が
飛
躍
的
に
上
が
っ
た
も
の
と
考

え
ま
す
。
そ
の
結
果
、
当
初
見
込
み
を

上
回
る
納
付
実
績
が
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
効
率
的
な
方
法
で
あ
る
コ
ン

ビ
ニ
で
の
収
納
の
推
進
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

歳
入
「
臨
時
財
政
対
策
債
」

真
下　

昇　

臨
時
財
政
対
策
債
が
、
前
年

度
比
57
・
１
％
増
と
大
幅
に
増
額
発
行

さ
れ
ま
し
た
。
社
会
資
本
整
備
以
外
に

も
使
う
こ
と
の
で
き
る
借
金
と
の
こ
と

で
す
が
、
財
政
規
律
の
観
点
か
ら
問
題

は
な
い
で
す
か
。

（
答
弁
）
臨
時
財
政
対
策
債
は
地
方
交
付
税

の
交
付
原
資
の
不
足
に
伴
い
、
地
方
交
付

税
に
か
わ
る
地
方
一
般
財
源
と
し
て
特

例
的
に
発
行
す
る
地
方
債
で
す
。
償
還
に

要
す
る
費
用
は
、
後
年
度
の
地
方
交
付
税

算
定
に
全
額
算
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
町

の
負
担
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
務
費「
後
期
基
本
計
画
の
策
定
」

　

後
期
基
本
計
画
の
策
定
に

当
た
り
、
庁
内
に
後
期
基
本
計
画
策
定

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
た
と

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
民
間
、
ま
た

議
会
の
中
か
ら
人
選
し
て
は
ど
う
で
す

か
。

（
答
弁
）
後
期
基
本
計
画
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
は
各
課
１
名
が
参
加
、
22
名

で
構
成
し
て
い
ま
す
。
現
在
後
期
基
本

計
画
の
た
た
き
台
と
な
る
原
案
を
作
成

中
で
あ
り
、
作
成
し
た
段
階
で
議
会
等

の
意
見
を
お
聞
き
し
ま
す
。

岡本安明議員

大平久幸議員

原口　昇議員

佐藤理美議員

大久保博幸議員

原口　孝議員

田母神節子議員

坂本建治議長

 7

総
務
費
「
防
犯
灯
の
設
置
基
準
」

　

防
犯
灯
の
設
置
基
準
と
今

後
の
電
気
料
の
補
助
率
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

（
答
弁
）
設
置
の
申
請
箇
所
の
周
辺
お
お

よ
そ
80
メ
ー
ト
ル
以
内
に
防
犯
灯
が
な

く
、
地
権
者
等
の
同
意
が
あ
る
場
合
に

設
置
が
可
能
で
す
。
区
で
支
払
っ
た
電

気
料
の
3
分
の
２
を
町
が
補
助
し
て
お

り
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

民
生
費
「
介
護
用
リ
フ
ト
車
」

　

介
護
用
リ
フ
ト
車
は
、
車

い
す
や
寝
た
き
り
の
ま
ま
利
用
で
き
る

車
が
３
台
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
利
用

申
請
の
方
法
を
伺
い
ま
す
。

（
答
弁
）
リ
フ
ト
車
は
、
要
介
護
認
定
や
重

度
障
害
者
の
通
院
の
た
め
の
支
援
に
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
協

議
会
で
利
用
者
登
録
し
、
空
き
時
間
を

調
整
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
で
も
会
員
登
録
を
し
、
利
用
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

衛
生
費
「
予
防
接
種
事
業
」

神
田　

崇　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

が
、
一
時
全
国
的
に
不
足
し
た
と
聞

い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
順
調
に
接

種
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、

今
後
町
は
対
象
年
齢
以
外
で
も
、
接

種
希
望
者
に
対
し
、
補
助
の
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

（
答
弁
）
当
町
で
も
一
時
接
種
を
差
し
控
え

る
よ
う
お
願
い
し
た
状
況
で
し
た
が
、

現
在
は
順
調
に
接
種
が
で
き
て
い
ま
す
。

対
象
年
齢
以
外
の
希
望
者
へ
の
補
助
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

衛
生
費
「
生
活
排
水
処
理
計
画
」

　

折
原
地
区
農
業
集
落
排
水

事
業
が
供
用
開
始
と
な
っ
た
後
、
農
業

集
落
排
水
事
業
の
地
域
以
外
の
生
活
排

水
処
理
の
計
画
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

稲山良文議員 神田　崇議員

大久保幸夫議員

峯岸克明議員

真下　昇議員

鈴木詠子議員

津久井康雄議員

瀧澤　忍議員

い
ま
す
か
。

（
答
弁
）
見
直
し
を
行
っ
た
生
活
排
水
処
理

基
本
計
画
で
は
、
折
原
地
区
は
現
在
工

事
中
の
農
業
集
落
排
水
の
整
備
区
域
以

外
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
で
処
理
す
る

区
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
「
就
農
者
の
育
成
」

原
口　

孝　

農
業
の
担
い
手
の
育
成
確

保
に
努
め
て
い
る
と
あ
り
ま
す
が
、
就

農
者
は
こ
こ
数
年
で
ど
の
く
ら
い
増
え

ま
し
た
か
。
ま
た
後
継
者
不
足
の
中
で
、

ど
ん
な
農
産
物
加
工
所
を
考
え
て
い
ま

す
か
。

（
答
弁
）
平
成
20
年
度
か
ら
２
名
ず
つ
新
規

就
農
者
が
い
ま
す
。
ま
た
、
他
県
か
ら

移
り
住
み
、
認
定
農
業
者
の
と
こ
ろ
で

修
業
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
加
工
施

設
は
、
加
工
だ
け
で
な
く
、
製
品
を
買
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
設
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

商
工
費
「
商
業
振
興
策
の
現
状
」

峯
岸
克
明　

商
業
振
興
策
の
現
状
と
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

（
答
弁
）
中
小
企
業
者
が
金
融
機
関
か
ら
融

答
弁
す
る
島
田
町
長

次
の
ペ
ー
ジ
は
「 

寄
居
町
は
健
全
？ 

数
字
で
見
る
町
の
財
政
健
全
度 

」
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